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養

老

町

第

三

回

臨

時

会

会

議

録 

  

平
成
二
十
四
年
第
三
回
養
老
町
議
会
の
臨
時
会
を
養
老
町
議
会
議
事
堂
に

招
集
さ
れ
た
の
で
会
議
を
開
い
た
。 

 

そ
の
次
第
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
事
日
程 

（
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
第
一
日
） 

日
程
第
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

日
程
第
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
期
の
決
定 

日
程
第
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

諸
般
の
報
告 

日
程
第
四 

承
認
第 

四 

号 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
平
成
二
十

四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
） 

日
程
第
五 

議
案
第
八
十
一
号 

養
老
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

日
程
第
六 

議
案
第
八
十
二
号 

平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正

予
算 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
本
日
の
議
長
並
び
に
出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

議 
 

長 
 

松 

永 

民 

夫 

○
出 

席 

議 

員 

一 
 

番 
 

岩 

永 

義 

仁 

二 
 

番 
 

長 

澤 

龍 

夫 

三 
 

番 
 

大 

橋 

三 

男 

四 
 

番 
 

三 

田 

正 

敏 

五 
 

番 
 

吉 

田 

太 

郎 

六 
 

番 
 

早 

崎 

百
合
子 

七 
 

番 
 

野 

村 

永 

一 

八 
 

番 
 

田 

中 

敏 

弘 

九 
 

番 
 

松 

永 

民 

夫 

十 
 

番 
 

皆 

川 

雅 

子 

十

一

番 
 

中 

村 

辰 

夫 

十

二

番 
 

岩 

瀨 
 

 

進 

十

三

番 
 

水 

谷 

久
美
子 

○
欠 

席 

議 

員 

な 
 

し 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
地
方
自
治
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
議
場
に
出
席
し
た
者
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

町

長 
 

大 

橋 
 

 

孝 

副

町

長 
 

西 

脇 

正 

博 

教

育

長 
 

野 

村 

浩
太
郎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安 

藤 

淳 

一 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問 

山 

孝 

通 
 

総
務
部
税
務
課
長 

 

田 

中 

信 

行 

住

民

福

祉

部

長 
 

日 

比 

重 

喜 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊 

藤 

公 

一 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松 

永 

博 

孝 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高 

木 

久 

之 
 

産

業

建

設

部

長 
 

柏 

渕 

裕 

昭 

   

総

務

部

長

兼 

総

務

課

長 

総

務

部

参

事

兼 

総
務
部
企
画
政
策
課
長 

住

民

福

祉

部 

住

民

人

権

課

長 

住

民

福

祉

部 

健

康

福

祉

課

長 

住

民

福

祉

部 

生

活

環

境

課

長 



－２－ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川 

地 

豊 

己 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加 

藤 

敏 

博 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

藤 

博 

文 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西 

脇 

和 

信 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

藤 
 

 

幸 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香 

川 
 

 

満 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐 

藤 

昌 

子 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤 
田 

実 

芳 
 

消

防

長 
 

小 

林 
恒 

夫 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
職
務
の
た
め
議
場
に
出
席
し
た
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

議

会

事

務

局

長 
 

山 

中 

秀 

樹 

議
会
事
務
局
書
記 

 

川 

地 

洋 

子 

議
会
事
務
局
書
記 

 

稲 

川 

諭
実
彦 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

  
 

（
開
会
時
間 

午
前
九
時
三
十
分
） 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
第
三
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
開
会
す
る
に
当
た
り
、
議

員
並
び
に
執
行
部
各
位
に
は
何
か
と
御
多
用
の
中
、
御
出
席
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

開
議
に
先
立
ち
、
町
民
憲
章
の
朗
唱
を
行
い
ま
す
。
全
員
の
御
起
立
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

―
― 

「
養
老
町
民
憲
章
」
朗
唱 

―
― 

 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
着
席
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
の
会
議
は
全
員
の
出
席
で
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
か
ら
平
成
二
十
四
年
第
三
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
開
会
し
、

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
し
ま
す
。 

 

会
議
規
則
第
百
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
十
一
番 

中
村
辰
夫
君
、
十

二
番 

岩
瀨
進
君
を
指
名
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
二
、
会
期
の
決
定
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
十
一
月
二
十
一
日
に
議
会
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
臨
時

会
の
日
程
等
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
会
運
営
委
員
会
の
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長 

皆
川
雅
子
君
。 

○
議
会
運
営
委
員
長
（
皆
川
雅
子
君
） 

議
会
運
営
委
員
会
報
告
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

去
る
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
、
委
員
及
び
正
・
副
議
長
並
び
に

執
行
部
の
出
席
の
も
と
に
開
会
い
た
し
ま
し
た
。
協
議
事
項
は
、
平
成
二
十

四
年
第
三
回
臨
時
会
の
日
程
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
日
の
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

議
事
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
、
開
会
宣
言
、
二
、
会
議
録
署
名
議
員

の
指
名
、
三
、
会
期
の
決
定
、
四
、
諸
般
の
報
告
、
五
、
議
案
の
提
案
説
明
、

六
、
議
案
の
審
議
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
、
こ
の
順
序
で
議
会
運
営
を
行
う

会

計

管

理

者

兼 

会

計

課

長 

産

業

建

設

部 

商

工

観

光

課

長 

産

業

建

設

部 

建

設

課

長 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

産

業

建

設

部 

農

林

振

興

課

長 

産

業

建

設

部 
水

道

課

長 
教

育

委

員

会 

教

育

総

務

課

長 

教

育

委

員

会 

生

涯

学

習

課

長 
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こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 
次
に
審
議
す
る
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
が
一
件
、
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
が
一
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
が
一
件
、
合
計
三

件
で
あ
り
ま
す
。 

 

審
議
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
事
日
程
の
日
程
第
四
、
専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
）
か
ら
、
日

程
第
六
、
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
ま
で
の
三
件
は
上

程
後
、
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
、
討
論
を
経
て
採
決
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
、
議
会
運
営
委
員
会
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
報
告
が
終
わ
り
ま
し

た
。 

 

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
い
ま
の
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
の
報
告
の
と
お
り
、
本
臨
時
会
の

会
期
は
、
本
日
の
一
日
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
臨
時
会
の
会
期
は
本
日
の
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
三
、
諸
般
の
報
告
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
お
手
元
に
配
付
し
て
あ
る
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。 

 

次
に
、
監
査
委
員
か
ら
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
五
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
八
月
及
び
九
月
分
の
現
金
出
納
検
査
結
果
報
告

書
が
議
長
に
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
で
、
諸
般
の
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
町
長
の
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

大
分
寒
さ
も
増
し
て
き
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
年
末
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

 

先
日
、
衆
議
院
も
解
散
を
さ
れ
ま
し
て
、
十
二
月
十
六
日
が
総
選
挙
と
い

う
こ
と
で
、
何
か
と
慌
た
だ
し
い
中
で
の
選
挙
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
ど
も
の

後
世
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
に
も
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
注
視
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
十
一
月
の
十
六
、
十
七
、
十
八
と
養
老
改
元
一
三
〇
〇
年
祭
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
開
催
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
六
日
の

記
念
式
典
に
は
た
く
さ
ん
の
方
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
て
、
ま
た
所
先
生
の

お
話
に
随
分
皆
さ
ん
感
銘
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年

度
よ
り
毎
年
行
っ
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
度
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
も
浮
き
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一

つ
ず
つ
解
決
し
な
が
ら
、
五
年
後
の
本
祭
に
向
け
て
計
画
を
し
て
い
き
た
い

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
方
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
御
苦
労
さ

ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

町
長
の
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

そ
れ
で
は
、
日
程
第
四
、
承
認
第
四
号 

専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て
（
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
）
を

議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

大
橋
町
長
。 

○
町
長
（
大
橋 
孝
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
を
い
た
だ
き
ま
し
た
承
認
第
四
号

 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
、
提
案
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 



－４－ 

 
専
決
第
四
号 

専
決
処
分
書
。 

 
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
を
、
地
方
自

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
別
紙
の
と
お
り
専
決
処
分
を
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て
は
、

次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
一
千
二
百
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
九
十
九
億
五
千
九
百
四
十
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
日
専
決
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
に
提
案
を
す

る
時
間
が
な
く
専
決
を
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
専
決
は
、
十
一
月

十
六
日
衆
議
院
解
散
に
伴
う
選
挙
事
務
経
費
で
あ
り
、
こ
の
経
費
に
は
準
備

作
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
一
月
二
十
日
付
で
専
決
処
分
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

歳
出
で
は
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
と
し
て
一
千
二
百
万
円
を
増
額
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

次
に
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
正
増
の
財
源
と
し
ま
し
て
、
県
支
出

金
、
委
託
金
で
、
衆
議
院
議
員
選
挙
費
委
託
金
一
千
百
四
十
三
万
二
千
円
と

繰
越
金
五
十
六
万
八
千
円
を
充
て
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
の

提
案
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

質
疑
な
し
と
認
め
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

討
論
な
し
と
認
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま

す
。 

 
 

〔
賛
成
者
挙
手
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

挙
手
全
員
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
五
、
議
案
第
八
十
一
号 

養
老
町
民

プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

大
橋
町
長
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

た
だ
い
ま
上
程
を
賜
り
ま
し
た
議
案
第
八
十
一
号

 

養
老
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

議
案
第
八
十
一
号 

養
老
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
。 

 

町
は
工
事
の
請
負
契
約
を
次
の
条
項
に
よ
り
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。
平

成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
提
出
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
養
老
の
温
水
プ
ー
ル
は
、
昨
年
九
月
よ
り
大
断
面
木
材

の
腐
朽
に
よ
り
安
全
面
に
問
題
が
あ
る
た
め
休
業
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
御
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
健
康
増
進
施
設
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
屋
根
撤
去
新
設
工
事
や
天

井
新
設
工
事
等
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

な
お
、
現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
は
単
年
度
で
の
経
費
負
担
は

困
難
な
こ
と
か
ら
、
今
後
二
年
間
で
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
来
年
七

月
に
は
再
開
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
養
老
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
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得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
の
内
容
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

契
約
の
目
的
、
養
老
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
。 

 

契
約
の
方
法
、
指
名
競
争
入
札
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
内
外
十
社
に
よ
り
ま

し
て
、
十
社
の
名
前
は
、
養
老
町
の
株
式
会
社
大
橋
組
、
大
垣
市
の
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
株
式
会
社
、
大
垣
市
の
岐
建
株
式
会
社
、
岐
阜
市
の
株
式
会
社

市
川
工
務
店
、
岐
阜
市
の
内
藤
建
設
株
式
会
社
、
大
垣
市
の
株
式
会
社
宇
佐

美
組
、
揖
斐
川
町
の
西
濃
建
設
株
式
会
社
、
揖
斐
郡
大
野
町
の
丸
平
建
設
株

式
会
社
、
大
垣
市
の
株
式
会
社
桐
山
組
、
大
垣
市
の
株
式
会
社
高
岩
組
、
こ

の
十
社
に
よ
り
ま
し
て
入
札
を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
二
億
六
千
万
円

で
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
大
巻
四
千
五
百
九
十
番
地
、
株
式
会
社
大
橋
組
が

落
札
を
い
た
し
ま
し
た
。
契
約
金
額
は
、
消
費
税
が
入
り
ま
し
て
二
億
七
千

三
百
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

工
期
は
、
本
契
約
締
結
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日
ま
で
。 

 

工
事
場
所
は
、
養
老
町
高
田
地
内
。 

 

工
事
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
屋
根
撤
去
新
設
工
事
、
外
壁
モ
ザ
イ
ク

タ
イ
ル
部
分
張
り
か
え
工
事
、
天
井
新
設
工
事
、
プ
ー
ル
屋
内
Ｄ
Ｐ
塗
り
か

え
工
事
、
排
煙
窓
開
閉
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
取
り
か
え
工
事
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
議
案
第
八
十
一
号 

養
老
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
番 

皆
川
雅
子
君
。 

○
十
番
（
皆
川
雅
子
君
） 

九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
こ
の
プ
ー
ル
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
詳
し
く
御
説
明
い
た
だ

き
ま
し
て
、
そ
の
前
も
議
会
で
課
長
の
ほ
う
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
て
お

り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
の
と
お
り
に
九
月
の
議
会
で
御
説
明
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
十
三
項
目
に
分
け
て
の
御
説
明
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
見
て
み
ま
す
と
、
そ
の
十
三
項
目
の
中
の
五
項
目
が
こ
の
工
事
概
要
に

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
と
の
部
分
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

た
だ
い

ま
の
皆
川
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

当
初
、
契
約
は
一
括
契
約
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
分
離
発
注
方
式
と

い
う
形
で
今
回
考
え
ま
し
た
。 

 

分
離
発
注
方
式
に
い
た
し
ま
し
た
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事
全
て
に

分
離
し
て
発
注
す
る
こ
と
で
、
地
元
業
者
へ
の
受
注
機
会
の
確
保
が
高
ま
る

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

二
点
目
に
は
、
コ
ス
ト
の
透
明
化
、
良
質
な
施
工
と
明
確
な
責
任
を
設
備

会
社
に
課
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
完
成
後
に
お
き
ま
し
て

は
、
点
検
、
保
守
管
理
、
あ
る
い
は
故
障
時
の
早
急
な
対
応
が
可
能
に
な
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
三
つ
目
に
は
、
大
変
高
額
な
施
工
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

指
名
競
争
で
は
な
く
て
一
般
競
争
入
札
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
と
大
変
工
期

が
お
く
れ
ま
し
て
、
当
初
考
え
て
お
り
ま
す
来
年
夏
休
み
前
の
オ
ー
プ
ン
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
工
事
が
早
期
に
可

能
に
な
り
、
工
期
の
短
縮
化
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
分
離
発
注
方
式
に
切
り

か
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
で
、
今
回
は
建
築
工
事
の
み
の
契
約
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ほ
か
に
は
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電
気
工
事
、
動
力
設
備
や
電
灯
設
備
、
あ
る
い
は
非
常
放
送
設
備
、
そ
れ
と

も
う
一
本
は
、
機
械
設
備
工
事
、
空
調
ダ
ク
ト
設
備
、
あ
る
い
は
換
気
設
備
、

あ
る
い
は
ろ
過
器
の
設
備
工
事
等
を
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
三
つ
の
分
離
発

注
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 
十
番 

皆
川
雅
子
君
。 

○
十
番
（
皆
川
雅
子
君
） 

た
だ
い
ま
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
十

三
項
目
の
う
ち
の
五
項
目
は
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
九
月
に
御
答
弁
い
た

だ
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
ど
こ
と
ど
こ
の
部
分
が
今
回
分

離
発
注
で
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
は
、
以
前
中
村
議
員
の
ほ
う

か
ら
地
元
へ
の
発
注
を
お
願
い
し
た
い
と
、
そ
れ
は
地
元
の
発
展
に
も
つ
な

が
る
の
で
と
い
う
御
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
、
な
る

べ
く
町
内
の
業
者
が
使
え
る
よ
う
に
分
離
発
注
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
具
体
的
な
考
え
方
、
そ
れ
か

ら
三
つ
に
分
け
て
分
離
発
注
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
大

き
な
プ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
連
携
が
う
ま
く
い
く
も
の

か
ど
う
か
、
そ
れ
か
ら
請
け
負
い
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
連
携
と
い
っ
た
も
の
も

今
後
の
課
題
と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

質
問
に

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

九
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
十
三
項
目
の
工
事
概
要
を
御
説
明
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
の
契
約
に
は
、
屋
根
撤
去
新
設
工
事
、
天
井
の
新
設
工
事
、
外

壁
タ
イ
ル
等
の
補
修
工
事
、
そ
れ
か
ら
屋
内
塗
装
の
塗
り
か
え
、
排
煙
窓
の

修
繕
、
外
部
塗
装
の
塗
り
か
え
、
そ
れ
と
屋
根
鉄
骨
の
溶
融
亜
鉛
メ
ッ
キ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
前
回
九
月
に
御
説
明
し
た
中
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

そ
れ
で
、
分
離
発
注
い
た
し
ま
す
機
械
設
備
工
事
と
電
気
設
備
工
事
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
合
わ
せ
ま
す
と
、
一
つ
は
空
調
設
備
改
修
、
ろ
過
器
貯
湯
槽

通
気
管
改
修
工
事
、
自
火
報
感
知
器
撤
去
新
設
工
事
、
照
明
器
具
撤
去
新
設

工
事
、
ス
ピ
ー
カ
ー
撤
去
新
設
工
事
、
ビ
ニ
ー
ル
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ

ン
新
設
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
れ
と
、
分
離
発
注
し
た
場
合
、
以
前
議
会
で
分
離
発
注
す
る
メ
リ
ッ
ト
、

地
元
業
者
の
育
成
と
い
う
こ
と
の
話
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
参

考
に
い
た
し
ま
し
て
、
今
回
は
地
元
業
者
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点
も
あ
り

ま
し
て
分
離
発
注
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
連
携
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
十

年
に
完
成
し
た
プ
ー
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
も
本
体
工
事
、
あ
る

い
は
機
械
工
事
、
あ
る
い
は
電
気
工
事
も
別
々
に
発
注
い
た
し
て
お
り
ま
し

て
、
連
携
が
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と
こ
ち
ら
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
し
、
そ

の
た
め
に
は
お
互
い
、
行
政
も
で
す
け
れ
ど
も
、
業
者
が
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
、
よ
り
よ
い
プ
ー
ル
を
再
開
で
き
ま
す
よ
う
に
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

一
番 

岩
永
義
仁
君
。 

○
一
番
（
岩
永
義
仁
君
） 

確
認
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
大
規
模
改
修
工

事
と
い
う
こ
と
で
、
株
式
会
社
大
橋
組
が
入
札
さ
れ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

前
回
建
設
当
時
に
請
け
負
わ
れ
た
会
社
は
ど
ち
ら
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

た
だ
い

ま
の
岩
永
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

本
体
工
事
を
請
け
負
っ
た
の
は
大
橋
組
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
当
時
、
私
ど
も
、
ポ
ン
プ
関
係
が
松
波
水
道
ポ
ン
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プ
工
業
所
、
そ
れ
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
関
係
が
ゼ
ネ
ラ
ル
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
工

業
、
そ
れ
か
ら
ろ
過
器
等
は
ミ
ズ
プ
ラ
と
い
う
業
者
が
請
け
負
っ
て
お
り
ま

す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

岩
永
義
仁
君
。 

○
一
番
（
岩
永
義
仁
君
） 
建
設
し
た
会
社
と
今
回
修
繕
す
る
会
社
が
同
じ
会

社
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

御
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。 

 

本
体
工
事
の
ほ
う
は
入
札
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
機
械
と
電
気
は
あ

す
の
予
定
で
お
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
ま
だ
業
者
は
決
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

四
点
で
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
一
点
目
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
改
修
に
よ
り
結
露
や
温
度
管
理
の

改
善
は
ど
う
か
、
さ
ら
に
夜
間
の
水
温
、
室
温
の
管
理
、
ま
た
改
修
に
よ
り

利
用
料
金
の
改
正
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

二
点
目
、
伊
藤
設
計
事
務
所
、
本
体
工
事
、
大
橋
組
と
い
う
こ
と
で
、
当

初
新
設
さ
れ
た
業
者
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
十

年
余
り
で
こ
う
い
う
ふ
う
な
二
億
七
千
三
百
万
円
の
改
修
工
事
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
企
業
と
し
て
の
社
会
的
責
任
や
企
業
努
力
と
い
う
こ
と

を
、
も
う
少
し
町
も
追
求
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
間
、
現
場
に
お
い
て
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
な
見
解
を
お
持

ち
だ
っ
た
の
か
。 

 

三
点
目
は
、
今
回
の
改
修
に
当
た
っ
て
は
、
二
つ
の
町
民
世
論
が
全
議
員

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
額
の
税
金
を
使

う
の
を
違
う
と
こ
ろ
に
投
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
声
、
ま
た
一
日
も

早
く
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
世
論
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
運

営
の
中
で
、
や
は
り
改
修
し
て
よ
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら

れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

四
点
目
は
、
今
回
の
改
修
に
当
た
っ
て
は
、
特
徴
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

例
え
ば
私
自
身
も
室
内
の
集
成
材
の
塗
装
が
あ
の
よ
う
な
期
間
で
塗
り
か
え

が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
本
当
に
知
ら
な
く
て
勉
強
不
足

だ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
も
含
め
ま
し
て
特
徴
的
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

た
だ
い

ま
の
水
谷
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

一
点
目
の
結
露
の
問
題
、
そ
れ
か
ら
温
度
の
問
題
な
ん
で
す
が
、
ま
ず
今

回
新
し
く
天
井
を
新
設
い
た
し
ま
す
。
天
井
の
高
さ
が
平
ら
な
と
こ
ろ
で
六

メ
ー
タ
ー
、
斜
め
の
と
こ
ろ
で
一
番
高
い
と
こ
ろ
が
九
・
五
メ
ー
タ
ー
で
ご

ざ
い
ま
す
。
全
体
の
高
さ
が
、
今
現
在
の
プ
ー
ル
が
十
九
・
九
四
メ
ー
タ
ー

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
屋
根
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
で
十
四
メ
ー
タ

ー
ま
で
下
げ
ま
す
。 

 

そ
れ
で
、
今
ド
ー
ム
型
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
大
変
温
度
の
調
整
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
天
井
を
設
け
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
天
井
で
す
が
、

断
熱
材
ガ
ラ
ス
繊
維
入
り
の
イ
ソ
シ
ア
ヌ
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
い
う
品
質
の
も

の
を
使
い
ま
す
。
こ
の
特
徴
は
断
熱
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
熱
が
逃
げ

な
い
と
い
う
こ
と
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
か
ら
防
湿
性
、
い
わ
ゆ
る

湿
気
で
す
が
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
面
材
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
湿
気
を
通
さ

な
い
。
そ
れ
か
ら
耐
薬
品
性
、
い
わ
ゆ
る
塩
素
を
消
毒
用
に
使
っ
て
お
り
ま
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す
の
で
、
そ
う
い
う
薬
を
通
さ
な
い
。
こ
れ
は
も
う
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
面
材

に
し
て
お
る
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
、
い

わ
ゆ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
い
と
い
う
、
結
露
、
あ
る
い
は
カ
ビ
の
発

生
が
な
い
と
い
う
品
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
不
熱
材
、
燃
え
な
い
。

大
変
軽
量
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

い
う
こ
と
で
、
震
災
で
天
井
が
滑
落
す
る
と
い
う
事
件
が
新
聞
紙
上
で
出
て

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
配
慮
し
ま
し
て
、
今
回
は
そ
う
い
う
素
材
を

使
っ
た
天
井
を
新
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
意
味
と
、
そ
れ
か
ら
今
回
の
工
事
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

空
調
設
備
工
事
は
、
全
体
に
ド
ー
ム
型
の
気
積
が
二
万
九
千
四
百
立
方
メ
ー

ト
ル
と
、
そ
れ
を
半
分
以
下
の
一
万
四
千
三
百
立
方
メ
ー
ト
ル
に
し
ま
す
の

で
、
低
い
ん
で
す
が
あ
る
程
度
室
温
を
均
等
化
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
既

設
の
ダ
ク
ト
そ
の
も
の
が
老
朽
化
し
て
使
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
空
調
設
備
を
新
た
に
改
修
し
ま
し
て
風
を
送
る
と
い
う
こ
と
で
、
防
さ

び
、
あ
る
い
は
結
露
の
防
止
の
面
か
ら
も
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

夜
間
の
水
温
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
と
も
と
夜
間
電
力
を
使
い
ま
し
て
温

度
を
一
定
に
し
て
お
る
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
る
程
度
は
水
温
を
保

て
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
料
金
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
変
更
す
る
と
い
う
考
え
は
持

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
れ
か
ら
二
つ
目
の
御
質
問
で
、
同
じ
業
者
が
設
計
、
あ
る
い
は
建
設
工

事
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
伊
藤
建
築
設
計
事
務
所
と
は
打
ち
合
わ

せ
を
何
度
も
し
て
お
り
ま
し
て
、
設
計
士
の
方
か
ら
丁
寧
な
御
説
明
、
あ
る

い
は
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
、
そ
う
い
う
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
橋

組
と
は
今
後
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
く
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
二
度
と
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
全
面
的
に
そ
う
い
う
こ
と
を
お
話
し
し
な

が
ら
丁
寧
な
仕
事
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
三
つ
目
は
町
長
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
四
番
目
の
特
徴
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先

ほ
ど
の
内
部
の
塗
装
、
ロ
ン
グ
デ
ュ
ラ
ブ
ル
ス
チ
ー
ル
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ペ

イ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
Ｄ
Ｐ
塗
り
か
え
工
事
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
も
ち

が
長
い
構
造
物
の
塗
り
か
え
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
ら

辺
が
も
つ
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
天
井
材
に
つ
い
て

は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
い
う
お
話
も
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
ト
ラ
ス

構
造
の
鉄
骨
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
メ
ッ
キ
処
理
を
い
た
し
ま
す
し
、
そ
の

ほ
か
天
井
裏
を
歩
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
の
で
、
年
に
一
回
ぐ
ら
い
は
目

視
で
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
か
ら
塗
装
そ
の
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

室
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
も
御
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
十
年
ご
と
に
塗
り

か
え
が
必
要
、
あ
る
い
は
外
部
の
柱
等
の
塗
り
か
え
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十

五
年
ぐ
ら
い
に
塗
装
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
屋
根
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
十
六
面
の
も
の
で
張
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
フ
ッ
素
ガ
ル
バ
リ

ウ
ム
鋼
板
と
い
う
も
の
で
張
り
か
え
ま
す
。
再
塗
装
の
目
安
に
つ
き
ま
し
て

は
、
二
十
五
年
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

大
橋
町
長
、
答
弁
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

水
谷
議
員
の
一
番
目
の
中
で
、
利
用
料
金
の
改
定

は
考
え
て
い
る
か
と
い
う
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
再
開
に
関
し
て
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
他
の
施
設
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
後
、
料
金

等
の
改
定
の
話
題
に
な
れ
ば
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
二
億
七
千
万
と

い
う
多
額
の
税
金
を
使
う
こ
と
に
関
し
て
、
私
の
ほ
う
に
も
い
ろ
ん
な
意
見

を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
公
共
の
仕
事
と
し
て
、
行
政
の
仕
事

と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
等
も
備
え
た
立
派
な
施
設
で
あ
り
ま
す
し
、
ス
ポ
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ー
ツ
の
振
興
、
そ
れ
か
ら
健
康
増
進
面
に
お
い
て
も
必
要
な
施
設
だ
と
思
い

ま
す
の
で
踏
み
切
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
等
に
働
き
か
け
、
ま
た
住

民
の
方
々
の
御
意
見
も
聞
き
な
が
ら
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
、
や
は
り
使
っ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い

っ
た
面
も
住
民
の
皆
さ
ん
方
、
ま
た
近
隣
の
市
町
村
に
も
働
き
か
け
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

〔
「
議
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
三
番 

水
谷
久
美
子
君
。 

○
十
三
番
（
水
谷
久
美
子
君
） 

昨
日
で
す
け
れ
ど
も
、
民
間
で
運
営
し
て
い

る
あ
る
施
設
の
水
温
が
約
三
十
度
、
室
温
は
三
十
六
度
と
い
う
ふ
う
な
中
で

き
の
う
一
日
営
業
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
民
間
で
は

年
間
を
通
し
て
、
こ
れ
は
競
泳
用
で
す
の
で
、
町
の
プ
ー
ル
と
は
違
う
低
い

温
度
設
定
に
は
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
の
大
規
模
改
修

に
伴
う
年
間
を
通
し
て
の
養
老
町
の
プ
ー
ル
の
水
温
、
室
温
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
れ
か
ら
、
町
長
も
今
答
弁
の
中
で
、
使
っ
て
こ
そ
生
き
る
と
い
う
ふ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
、
つ
く
っ
て
使
っ
て
育
て
る
と
い
う
ふ
う

な
と
こ
ろ
が
大
切
で
は
な
い
か
な
あ
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
民
間
委
託

で
運
営
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
養
老
運
営
協

議
会
と
い
う
ふ
う
な
、
町
、
利
用
者
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
必
要
が

あ
れ
ば
議
会
も
含
め
た
形
で
そ
う
い
う
ふ
う
な
組
織
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

も
、
今
後
利
用
者
増
に
つ
な
が
る
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
な
あ
と
い
う
ふ

う
に
提
言
を
し
た
い
わ
け
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
を
求
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

水
温
に

つ
き
ま
し
て
は
、
三
十
度
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
休
止
し
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
も
水
温
は
三
十
度
と
い
う
こ
と
で
、
前
後
し
ま
す
が
、
温

度
調
節
に
つ
き
ま
し
て
は
三
十
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
、
冬
場
に
な
り

ま
す
と
寒
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
水
温
よ
り
も
、
い
わ
ゆ
る

プ
ー
ル
を
出
た
と
き
に
二
十
八
度
前
後
し
か
な
か
っ
た
も
の
で
寒
い
と
。
も

ち
ろ
ん
床
暖
も
で
き
る
施
設
で
す
の
で
、
今
ま
で
は
水
温
を
上
げ
る
た
め
に

床
暖
の
装
置
を
切
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
改
修
で
、
床

暖
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
室
温
全
体
は
三
十
一
度
と
い
う
形
に

考
え
て
お
り
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

大
橋
町
長
、
答
弁
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

水
谷
議
員
御
提
案
の
協
議
会
等
、
こ
れ
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
と
い
う

ふ
う
に
思
い
ま
す
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
御
意
見
等
も
お
伺
い
し
て
利

用
増
に
努
め
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

八
番 

田
中
敏
弘
君
。 

○
八
番
（
田
中
敏
弘
君
） 

今
回
、
平
成
十
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
短
い

期
間
で
こ
の
よ
う
に
大
改
修
が
必
要
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
私

も
町
民
の
ほ
う
か
ら
も
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
、
苦
し
い
答
弁
と
い
う
か
、

わ
か
ら
な
い
点
も
か
な
り
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
町
民
に
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
す
る
た
め
に
ち
ょ
っ
と
確
認
し
た
い
ん
で
す
が
、
一
応
、
今
回
大
改
修

に
よ
っ
て
、
設
備
に
よ
っ
て
は
対
応
年
数
が
い
ろ
い
ろ
違
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
大
ざ
っ
ぱ
な
話
、
躯
体
は
三
十
年
は
大
丈
夫
だ
と
、
通
常
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
や
っ
て
お
れ
ば
三
十
年
は
大
丈
夫
だ
な
あ
と
、
こ
う
い
う
説
明
で
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

香
川
教
育
委
員
会
事
務
局
長
、
答
弁
。 

○
教
育
委
員
会
事
務
局
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
（
香
川 

満
君
） 

た
だ
い
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ま
の
田
中
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。 

 
一
応
躯
体
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
理
棟
は
別
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今

回
の
大
規
模
改
修
工
事
で
三
十
年
と
い
う
ふ
う
に
耐
用
年
数
は
考
え
て
お
り

ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
発
言
す
る
者
な
し
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 
質
疑
な
し
と
認
め
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

討
論
な
し
と
認
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
案
を
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま

す
。 

 
 

〔
賛
成
者
挙
手
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

挙
手
全
員
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

次
に
日
程
第
六
、
議
案
第
八
十
二
号 

平
成
二
十

四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
を
議
題
と
し
ま
す
。 

 

町
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

大
橋
町
長
。 

○
町
長
（
大
橋 

孝
君
） 

上
程
を
い
た
だ
き
ま
し
た
議
案
第
八
十
二
号 

平

成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
に
つ
き
ま
し
て
、

そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
四
百
五
十
六
万
一
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
九
十
九
億
六
千
三
百
九
十
七
万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

最
初
に
、
歳
出
の
御
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
消
防
費
で
は
、

消
防
施
設
等
維
持
管
理
事
業
で
消
防
署
司
令
塔
建
設
工
事
実
施
設
計
に
伴
う

地
質
調
査
委
託
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
入
札
差
金
残
額
か
ら
必
要
額
九
十

八
万
一
千
円
を
補
正
増
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
制
度
改
正
に
よ
る
西
濃
建

築
事
務
所
か
ら
の
指
導
で
、
来
年
度
建
設
着
工
に
向
け
て
の
補
正
と
な
り
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
教
育
費
、
保
健
体
育
費
で
は
、
町
民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
に

伴
う
管
理
委
託
料
の
う
ち
、
平
成
二
十
四
年
度
分
三
百
五
十
八
万
円
を
計
上

い
た
し
ま
し
た
。 

 

四
ペ
ー
ジ
の
「
第
二
表 

債
務
負
担
行
為
補
正
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
プ
ー
ル
大
規
模
改
修
工
事
管
理
委
託
が
、
平
成
二
十
四
、
二
十
五
年
度
と

二
カ
年
に
わ
た
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
分
二
百
三
十
八
万
九
千
円
を
債

務
負
担
行
為
と
し
て
追
加
す
る
た
め
、
限
度
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。 

 

次
に
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
正
増
の
財
源
と
し
ま
し
て
、
繰
越
金

四
百
五
十
六
万
一
千
円
を
充
て
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

以
上
で
、
平
成
二
十
四
年
度
養
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
の

提
案
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
い
ま
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
一
番 

中
村
辰
夫
君
。 

○
十
一
番
（
中
村
辰
夫
君
） 

た
だ
い
ま
町
長
の
ほ
う
か
ら
、
消
防
施
設
等
の

維
持
管
理
事
業
と
い
う
こ
と
で
九
十
八
万
一
千
円
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
説
明
の
中
で
、
何
か
差
金
を
と
か
何
と
か
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
再
度
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
繰
越
金
で
当
然
歳

入
は
割
り
当
て
て
お
ら
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
地
質
調
査
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と
い
う
ふ
う
に
伺
い
ま
し
た
が
、
そ
の
地
質
調
査
の
内
容
を
ち
ょ
っ
と
お
聞

か
せ
願
い
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

小
林
消
防
長
、
答
弁
。 

○
消
防
長
（
小
林
恒
夫
君
） 

中
村
議
員
の
質
問
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

平
成
十
九
年
度
か
ら
、
法
改
正
に
伴
い
ま
し
て
地
質
調
査
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
標
準
貫
入
調
査
、
静
的
貫
入
調

査
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
て
、
建
築
基
準
法
第
二
十
条
に
お
け
る
施
行
に

よ
り
ま
し
て
、
引
き
抜
き
調
査
、
地
盤
の
ア
ン
カ
ー
を
打
っ
た
時
点
で
緩
み

が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
部
分
で
す
け
れ
ど
も
、
地
質
調
査
と
物
理
的
探
査

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
こ
れ
が
地
質
調
査
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

〔
挙
手
す
る
者
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

十
一
番 

中
村
辰
夫
君
。 

○
十
一
番
（
中
村
辰
夫
君
） 

た
だ
い
ま
地
質
調
査
の
物
理
的
な
と
い
う
答
弁

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
も
伺
い
ま
し

た
。
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
の
は
や
む
を
得
な
い
が
、
物
理
的
に
地
質
調
査

を
す
る
と
い
う
、
そ
の
物
理
的
と
い
う
言
葉
だ
け
で
、
基
準
法
の
ほ
う
を
フ

ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
な
調
査
を
す
る
わ
け
な
の
か
、
そ
の
辺
も
う
一
度
詳
し

く
説
明
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

小
林
消
防
長
、
自
席
で
答
弁
。 

○
消
防
長
（
小
林
恒
夫
君
） 

申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
答
え
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

再
度
同
じ
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
地
質
調
査
の
一
覧
表
の
中
で
は
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
、
標
準
貫
入
試
験
、
静
的
貫
入
試
験
、
ベ
ー
ン
試
験
、
土

質
試
験
、
物
理
探
査
、
平
板
載
荷
試
験
、
く
い
打
ち
試
験
、
引
き
抜
き
試
験
、

以
上
が
大
臣
が
定
め
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

ほ
か
に
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
あ
り
ま
せ
ん
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

質
疑
な
し
と
認
め
、
質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

討
論
な
し
と
認
め
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
よ
り
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 

本
案
を
原
案
の
と
お
り
決
定
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま

す
。 

 
 

〔
賛
成
者
挙
手
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

挙
手
全
員
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

次
回
の
議
会
日
程
、
運
営
の
審
査
及
び
所
管
事
務
の
調
査
等
に
つ
い
て
、

議
会
閉
会
中
も
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

よ
っ
て
、
議
会
閉
会
中
も
次
回
の
議
会
日
程
、
運
営
の
審
査
及
び
所
管
事

務
の
調
査
等
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
議
長
（
松
永
民
夫
君
） 

こ
れ
で
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
し
ま
し
た
。 

 

会
議
を
閉
じ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
第
三
回
養
老
町
議
会
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
す
。 

 

長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

（
閉
会
時
間 
午
前
十
時
二
十
分
） 
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右
、
会
議
の
次
第
を
こ
こ
に
記
録
し
、
そ
の
相
違
な
い
こ
と
を
証
す
る
た

め
こ
こ
に
署
名
す
る
。 

  
 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
議 
長 

 
 

松 
 

永 
 

民 
 

夫 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

議 

員 
 

 

中 
 

村 
 

辰 
 

夫 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

議 

員 
 

 

岩 
 

瀨 
 

 
 

 

進 

 


